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青
少
年
芸
術
劇
場
の
趣
旨
と
経
過

青
少
年
の
教
養
を
高
め
、
入
閲
性
を
豊
か
に
す
る
こ
と
は
、
ひ
と
り
青
少
年

の
た
め
ば
か
り
で
な
く
、
国
家
社
会
に
と
っ
て
も
枢
わ
め
て
霊
要
な
こ
と
で
あ

る
。
教
養
を
高
め
、
人
間
性
を
農
か
に
す
る
方
法
は
い
ろ
い
ろ
考
え
ら
れ
よ
う

が
、
優
れ
た
芸
術
を
鑑
賞
す
る
こ
と
は
、
最
も
適
切
な
方
法
の
―
つ
で
あ
ろ
う
。

若
い
世
代
に
優
れ
た
芸
術
に
接
し
た
感
激
は
、
そ
の
人
の
長
い
人
生
に
佃
物

か
を
与
え
な
い
で
は
お
か
な
い
で
あ
ろ
う
。
事
実
そ
う
し
た
経
験
は
、
多
く
の

人
に
よ
っ
て
語
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

し
か
し
、
芸
術
と
く
に
舞
台
芸
術
を
鑑
賞
す
る
械
会
は
、
そ
う
多
く
な
い
の

炉

現

状

で

あ

る

。

．

文
字
を
鑑
賞
す
る
た
め
に
は
、
本
を
購
入
す
九
ば
よ
い
し
、
図
書
館
も
随
分

と
整
紬
さ
れ
て
い
る
。
美
術
は
美
術
館
で
鑑
費
の
椒
会
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。

旭
方
美
術
館
の
所
蔵
作
品
の
貧
困
は
、
例
え
ば
、
文
化
庁
で
実
施
し
て
い
る
一
―
―

代
名
作
展
の
よ
う
な
巡
回
展
や
、
池
方
美
術
館
の
特
別
企
画
展
等
が
、
こ
れ
を

補
う
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
舞
台
美
術
だ
け
は
、
公
演
団
体
が
中
央
に
集
中
し

て
い
る
こ
と
、
塩
方
に
こ
れ
ら
公
演
を
行
な
う
道
当
な
施
設
が
少
な
か
っ
た

こ
と
、
地
方
公
演
が
経
済
的
に
困
雑
で
あ
っ
た
こ
と
等
が
禍
わ
い
し
て
、
特
に

地
方
に
お
け
る
鑑
賞
の
機
会
を
少
な
く
し
て
い
た
。
幸
い
、
県
民
会
館
等
の
施

設
が
近
年
急
速
に
整
備
さ
れ
、
ま
た
観
客
組
織
も
充
実
さ
れ
る
に
つ
れ
て
、
こ

の
傾
向
は
徐
々
に
改
善
さ
れ
て
来
て
は
い
る
炉
、
未
だ
じ
ゅ
う
ぶ
ん
と
い
え
な

‘
 し

た
が
っ
て
、
青
少
年
に
対
し
、
優
れ
た
舞
台
芸
術
を
鑑
賞
す
る
檬
会
を
積

板
的
に
提
供
す
る
事
業
が
必
要
と
な
っ
て
来
る
。
こ
の
こ
と
は
ま
た
将
来
芸
術

を
愛
し
、
涅
解
す
る
国
民
を
よ
り
多
く
作
る
こ
と
と
な
り
、
引
い
て
は
わ
が
国

芸
術
の
発
展
応
も
遮
る
。
何
故
な
ら
全
て
の
舞
台
芸
術
は
、
良
い
頴
客
に
よ
っ

て
は
じ
め
て
そ
の
成
果
を
じ
ゅ
う
ぶ
ん
示
す
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

土

生

武

則

青
少
年
芸
術
劇
場
の
実
施
に
つ
い
て

,=a.呟や

ロー 55 -



昭
和
四
十
一
年
文
化
局
が
で
き
て
、
先
ず
考
え
ら
れ
た
こ
と
が
こ
の
こ
と
で

あ
っ
た
。

生
の
も
の
を
鑑
賞
す
る
様
会
を
よ
り
多
く
青
少
年
に
与
え
よ
う
、
優
れ
た
本

も
の
を
提
供
し
よ
う
p
こ
う
し
て
昭
和
四
十
二
年
度
に
は
じ
め
て
こ
の
事
業
は

実
施
さ
れ
た
。
オ
ペ
ラ
（
東
北
地
区
）
、
新
刷
（
四
国
地
区
）
r

能
。
狂
言
（
九

州
地
区
）
、
文
楽
（
中
国
地
区
）
、
落
語
ふ
印
談
（
北
関
東
埴
区
）
の
豆
蘊
自
f

延
べ
二
十
五
回
の
公
演
で
あ
っ
た
。
暫
定
予
算
で
あ
っ
た
こ
と
3

は
じ
め
て
の

事
業
で
あ
っ
た
こ
と
等
の
た
め
計
画
が
お
く
れ
、
会
場
の
筐
保
に
難
儀
し
、
趣

表
ー
,
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（
演
目
。
国
演
団
体
の
選
定
等
）
演
目
、
白
演
団
体
の
選
定
、
プ
ロ
グ
ラ

ム
執
筆
者
、
解
説
者
の
選
定
は
、
各
部
門
別
に
企
国
委
員
会
を
設
け
て
行
な
っ

て
い
る
。
演
目
は
、
青
少
年
向
き
の
も
の
と
い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
、
そ
れ
ぞ

れ
の
分
野
の
名
作
、
代
表
作
で
あ
っ
て
、
青
少
年
が
敦
養
と
し
て
鑑
賞
し
て
お

い
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
も
の
を
選
ぶ
こ
と
と
し
、
出
演
団
体
は
こ
れ
と
伴
せ
選

定
し
て
い
る
。
部
門
に
よ
っ
て
は
出
演
者
に
青
少
年
の
共
感
を
得
る
た
め
、
若

手
を
日
用
す
る
等
の
配
慮
も
加
え
ら
れ
て
い
る
。

。
フ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
作
品
解
説
、
出
演
者
紹
介
の
ほ
か
、
随
筆
等
を
加
わ
え
て

翌
誓
輿
味
に
贅
し
、
ま
た
公
演
に
当
っ
て
は
専
門
家
の
解
説
を
行
な
っ
て
い

る
。
実
施
し
て
来
た
各
部
門
の
浪
目
等
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

（
オ
ペ
ラ
）
昭
和
四
十
二
年
の
当
初
か
ら
「
蝶
、
べ
夫
人
」
が
選
ば
れ
て
い

る
。
「
カ
ル
メ
ン
」
や
「
椿
姫
」
と
と
も
に
日
本
で
よ
く
知
ら
れ
た
オ
ペ
ラ
で

あ
り
、
舞
台
の
制
約
や
そ
の
他
を
考
え
て
、
最
も
適
切
な
も
の
と
し
て
選
ば
れ

た
。
音
楽
監
督
森
璽
演
出
栗
山
昌
艮
、
饂
竺
夫
入
に
は
砂
原
美
智
子
ほ
か
が

当
た
り
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
は
東
京
都
交
響
楽
団
（
本
年
は
京
都
市
交
響
楽
団
）

が
出
演
、
二
期
会
、
藤
原
歌
劇
団
が
臨
萱
し
て
い
る
。

（
新
躙
）
理
想
的
に
言
う
な
ら
ば
、
道
当
な
演
目
を
選
定
し
、
こ
れ
を
上

演
す
る
に
最
も
適
し
た
劇
団
に
委
隈
す
る
の
が
最
良
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ

う
す
る
た
め
に
ほ
製
作
贅
や
舞
台
装
置
、
練
習
に
費
や
さ
れ
た
経
費
を
全
部
負

担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
一
部
門
十
回
以
下
の
公
演
で
あ
る

現
状
で
は
、
経
費
的
に
葬
常
に
割
高
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
演
劇
部
門
で
は
、

各
劇
団
に
青
少
年
芸
術
劇
楊
に
出
演
可
箆
な
演
目
と
配
役
を
求
め
、
そ
れ
ら
の

中
か
ら
企
画
委
員
会
で
選
定
し
て
い
る
。
四
十
二
年
度
は
劇
団
「
雲
」
に
よ
る

「
ジ
ユ
リ
ア
ス
。
シ
ー
ザ
ー
」
、
四
十
三
年
度
は
判
図
「
仲
間
」
に
よ
る
「
検

旨

の

徹

底

そ

の

値

に

、

っ

た

が

、

ま

ず

、

ま

ず

の

成

功

で

あ

っ

た
。
昭
和
四
十
三
年
度
は
、
落
語
上
講
該
に
か
わ
っ
た
オ
ー
ゲ
ス
ト
ラ
が
登

揚
五
麓
巨
二
十
六
公
演
が
行
な
わ
れ
、
四
十
四
年
度
は
、
新
劇
が
二
班
に
増

加
、
六
班
一
二
十
三
公
演
が
冥
施
さ
れ
た
。
四
十
五
年
度
三
十
五
公
演
、
本
年
は

―
―
―
十
八
公
演
（
但
し
、
一
公
演
は
水
害
の
た
め
中
止
）
で
あ
る
が
稽
自
分
野
別

の
巡
回
地
区
は
、
表
ー
の
と
お
り
で
あ
る
。

実
施
の
概
要

青
少
年
芸
術
劇
場
は
ど
の
よ
う
な
形
で
ど
の
よ
う
な
も
の
が
行
な
わ
れ
て
い

る
か
以
下
そ
の
実
際
を
記
述
し
て
み
た
い
。

先
ず
（
主
催
）
で
あ
る
が
、
文
化
庁
と
開
催
地
の
都
道
府
県
敦
育
委
員
会
が

共
催
し
、
必
要
に
よ
り
都
道
府
県
、
市
教
育
委
員
会
、
市
、
公
立
文
化
施
設
が

こ
れ
に
加
わ
っ
て
い
る
。

（
経
贅
）
は
、
公
漬
賣
公
瀕
者
の
旅
費
、
解
説
者
の
認
金
お
よ
び
そ
の
旅

賣
恙
ス
タ
ー
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
テ
ラ
シ
等
の
国
刷
賣
眠
員
の
旅
費
等
を
文

化
庁
が
負
揖
し
、
会
楊
襲
r

会
揚
設
備
費
、
宣
伝
費
、
ス
湯
券
等
雛
印
刷
褒
、

連
絡
旅
費
そ
の
他
を
開
催
池
元
が
寅
担
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

（
対
象
）
十
四
歳
か
ら
十
九
歳
ま
で
の
青
少
年
で
鵡
元
共
催
者
が
選
考
し
た

者
窟
無
料
招
待
す
る
。
も
ち
ろ
ん
引
率
者
や
、
摺
導
者
等
闘
係
者
も
含
ま
れ

る。

（
開
催
時
朔
）
は
七
、
八
月
の
学
岐
の
休
暇
時
と
し
、
昼
間
公
演
と
す
る
。

賽
少
年
が
参
加
し
や
す
い
た
め
で
あ
る
。
ま
た
、
姑
較
的
芸
術
家
の
暇
な
時
を

選
ん
で
こ
れ
ら
芸
術
家
の
翫
力
を
得
や
す
く
す
る
と
い
う
配
感
も
含
ま
れ
て
い

る。察
官
」
、
四
十
四
年
度
は
劇
団
「
民
芸
」
の
「
島
」
、
俳
優
巫
の
「
ワ
ー
一
ー
ヤ
伯

父
」
、
四
十
五
年
度
は
劇
団
「
青
年
座
」
の
「
夜
の
来
訪
者
」
と
劇
団
「
俳
優

小
劇
楊
」
の
「
わ
が
町
」
、
本
年
は
劇
団
「
俳
優
座
」
の
「
ハ
ム
レ
ッ
ト
」
と

「
民
芸
」
の
「
星
の
牧
揚
」
が
選
ば
九
た
。

（
能
・
狂
言
）
狂
言
二
香
、
飽
一
番
炉
結
ま
れ
て
い
る
。
鮨
は
「
葵
｀
上
」

が
当
初
か
ら
続
い
て
い
る
。
あ
る
会
湯
で
修
羅
物
で
、
も
っ
と
解
り
易
い
も
の

を
選
定
す
べ
き
だ
と
い
う
よ
う
な
意
見
も
出
さ
れ
た
が
、
も
っ
と
も
詑
ら
し
い

能
と
し
て
一
番
を
選
定
す
る
と
な
る
と
、
こ
の
曲
が
最
も
適
当
の
よ
う
で
あ

る
。
藝
口
は
「
武
縣
」
が
当
初
か
ら
続
い
て
お
り
、
最
初
に
演
ず
る
狂
言
は
、

四
十
二
年
が
「
柿
山
伏
」
、
四
十
三
年
以
降
は
「
神
嗚
」
が
選
ば
れ
て
い
る
。
出

演
者
は
、
銅
世
、
金
剛
、
喜
多
、
宝
生
、
金
春
の
五
浣
が
順
次
出
演
、
狂
言
は

和
泉
、
大
蔑
が
交
互
に
出
演
し
て
い
る
。
な
お
こ
の
部
門
は
能
楽
脇
会
が
協
賛

し
て
い
る
。

（
文
警
四
十
二
年
度
は
、
「
傾
城
反
魂
香
（
け
い
言
は
ん
ご
ん
こ
う
）

と
「
営
狐
々
姿
湖
」
（
ゆ
き
は
こ
ん
こ
ん
す
が
た
の
み
ず
う
み
）
、
四
十
三
年
度

「
平
家
畜
言
」
（
鬼
昇
ゲ
島
の
段
）
と
「
新
版
歌
祭
文
」
（
野
崎
村
の
段
）
が

連
ば
れ
た
が
、
四
十
四
年
度
か
ら
は
「
曽
粗
崎
心
中
」
と
他
に
一
籠
（
「
本
朝

廿
四
孝
」
、
「
伊
達
娘
恋
蒋
鹿
子
」
、
「
一
谷
綴
軍
記
」
）
が
選
ば
れ
、
文
楽
協
会

脇
賛
の
も
と
に
実
施
さ
れ
た
。

（
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
）
四
十
三
年
度
か
ら
加
わ
え
ら
れ
た
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

は
、
楽
団
演
奏
の
ほ
か
に
独
奏
ま
た
は
独
唱
が
組
ま
れ
て
い
る
。
四
十
三
年
度

は
「
ェ
グ
モ
ン
ト
序
曲
」
、
「
管
弦
楽
の
た
め
の
木
び
き
歌
」
、
「
バ
イ
オ
リ
ン
脇

奏
曲
ホ
短
瓢
作
品
六
四
（
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
）
」
「
艇
曲
展
覧
会
の
総
」
で
、

読
売
日
本
交
響
楽
団
指
揮
者
山
田
和
男
‘
バ
イ
オ
リ
ン
小
蒜
武
史
で
あ
っ
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表 lI 昭和46年度 青少年芸術劇場アンケート集計表

種
入場者数 1 00を鑑賞して I 

00の内容 1生音の00を
について ，これまでに

入総 一均数 感 楽た 普た： むかつか十で少で理な 見が 見が

場
会入 激 し 通

ずっ まつ分き しき 解か たあたな
目 場場 し か だ かた らた 理た 理た てつ こるこい

者数 平者 た つ つ し な 解 解 きた とと

オ ペ I 
7,049人 I I 64.6/17.1 I 41 I I 2| 41 I I ラ (5会場） 1409.8人 81.  7 10. 6.1 1.838. 58. 3.4  28.1 71.9 

新 I 16,647人 I I 49.4132. ~1 71 91 叩 I 8| I I 
劇(14会場） 1189.1人 81.7 11.  5. o. 5.450. 3.8 46.6 53.4  

能 ・狂言 l?i!悶ふI800.3人117温翌．1122.3119.514.9128.1!62.81 9.21 35.81 64.2 
文 楽J/9:~I 807.9人13\詈~-~J12.9Jl9.613.slz5.6J66.9J 7.613o.4169.6 
オーケストラ 1(55:：ふ/1074.4人139言汀.0/22.1/ 4.4, 1.4,31.  5156. 0112.4149.4,  50. 6 
総 平 均 139,544人 11068.8人ド°嘉腎扉5.8111.11 2.5j33. 7159.01 7.3138. 11 61.  9 
。今後見（または聴き） 1と思うもの

1 |オーケストラ|20.2% 4 |オペ ラ Il5.7% 7 1邦楽・邦舞 I 4.4% 

2 □□：口8|文楽 |4.1
3 lバレ=|18.9 6 1能・狂言| 7.2 , 1その他|2.o 

た

。

四

十

四

年

は

「

バ

イ

オ

リ

ン

協

奏

曲

」

の

か

わ

り

に

モ

テ

ロ

ト

「

踊

れ

、

喜

べ

、

幸

い

な

魂

よ

」

が

入

り

、

独

唱

は

伊

藤

京

子

で

あ

っ

た

。

四

十

五

年

度

は

ペ

ー

ト

ー

ベ

ン

生

誕

百

年

記

念

と

し

て

「

レ

オ

ノ

ー

レ

序

曲

」

、

「

ピ

ア

ノ

協

奏

曲

第

五

番

変

ホ

長

調

（

皇

帝

）

」

「

交

響

曲

第

五

番

ハ

短

調

（

運

命

）

」

の

ベ

ー

ト

ー

ベ

ン

の

諸

作

品

が

演

奏

さ

れ

、

日

本

フ

ィ

ル

ハ

ー

モ

―

-
1交響
楽

団

を

近

衛

秀

磨

が

指

揮

し

た

。

ピ

ア

ノ

は

小

林

仁

で

あ

っ

た

。

本

年

は

「

歌

劇

ル

ス

ラ

ン

と

リ

ュ

ド

ミ

ラ

序

曲

」

、

モ

ー

ツ

ア

ル

ト

「

フ

ル

ー

ト

と

ハ

ー

プ

の

た

め

の

協

奏

曲

ハ

長

調

作

品

二

九

九

」

そ

れ

と

ド

ボ

ル

ザ

ー

ク

「

交

響

曲

第

九

番

（

新

世

界

）

」

が

山

田

一

雄

指

揮

に

よ

る

読

売

日

本

交

響

楽

団

に

よ

り

演

奏

さ

れ

、

フ

ル

ー

ト

、

ハ

ー

プ

は

そ

れ

ぞ

れ

小

泉

剛

、

永

廻

，

（

な

が

さ

こ

）

万

里

に

よ

っ

て

独

奏

さ

れ

た

。

（

能

の

舞

台

）

同

じ

舞

台

芸

術

で

も

、

能

は

原

則

と

し

て

能

舞

台

で

演

ず

る

も

の

で

あ

っ

て

、

一

般

の

ホ

ー

ル

で

演

ず

る

こ

と

は

少

な

い

。

し

た

が

っ

て

ホ

ー

ル

の

舞

台

で

ど

の

よ

う

に

し

て

そ

の

雰

囲

気

を

出

す

か

、

い

ろ

い

ろ

問

題

の

あ

る

所

で

あ

る

。

青

少

年

芸

術

劇

場

で

は

過

去

の

経

験

か

ら

、

次

の

よ

う

な

舞

台

を

構

成

し

て

い

る

。

す

な

わ

ち

処

作

台

を

能

舞

台

の

広

さ

に

並

べ

る

。

橋

懸

も

同

じ

で

あ

る

が

、

舞

台

の

制

約

が

あ

っ

て

長

さ

は

十

分

に

は

と

れ

な

い

。

香

欄

と

目

付

柱

は

青

竹

を

用

い

、

う

め

込

に

し

て

安

定

さ

せ

る

。

背

景

は

金

屏

風

と

し

て

黒

幕

で

仕

切

る

。

一

の

松

、

二

の

松

、

三

の

松

を

香

欄

の

前

に

立

て

、

あ

げ

幕

を

つ

る

す

柱

を

立

て

る

。

舞

台

に

よ

っ

て

は

反

響

板

を

利

用

し

、

屏

風

が

二

双

あ

る

場

合

に

は

橋

懸

の

背

景

に

も

利

用

す

る

。

（

日

本

舞

踊

の

た

め

の

松

破

目

は

使

用

し

な

い

）

幕

を

上

げ

っ

ぱ

な

し

に

す

る

。

等

で

、

反

響

の

点

で

じ

ゅ

う

ぶ

ん

で

な

い

が

、

簡

素

で

、

能

舞

台

の

雰

囲

気

を

あ

る

程

度

出

せ

る

よ

う

に

な

っ

た

。

青

少

年

は

ど

う

感

じ

て

い

る

か

青

少

年

芸

術

劇

場

の

開

催

に

当

た

っ

て

は

具

体

的

に

ど

の

よ

う

な

措

置

が

と

ら

れ

て

い

る

か

、

本

年

度

各

開

催

県

か

ら

の

報

告

を

み

て

み

よ

う

。

先

ず

会

場

で

あ

る

が

、

原

則

と

し

て

一

、

0
0
0名以上
を

収

容

し

、

冷

房

の

あ

る

会

場

を

選

定

し

て

も

ら

っ

て

い

る

が

、

県

に

よ

っ

て

施

設

の

相

違

が

あ

り

、

本

年

は

愛

知

県

の

最

低

七

0
0席、京
都

府

の

最

高

二

、

ニ

―

1-0席とな

っ

て

い

る

。も

っ

と

も

愛

知

県

は

、

能

・

狂

言

の

公

演

で

、

折

角

熱

田

神

宮

に

能

舞

台

が

あ

る

の

で

こ

れ

を

利

用

し

た

た

め

で

、

平

均

会

場

の

客

席

数

は

、

約

一

、

五

0

0
で

あ

る

。

地

元

主

催

者

は

、

各

学

校

等

に

招

待

券

を

割

当

、

あ

る

い

は

公

寡

し

て

申

込

を

受

け

る

。

大

多

数

の

県

が

併

用

し

て

い

る

が

、

割

当

の

み

の

所

も

あ

る

。

割

当

と

公

寡

の

ど

ち

ら

が

確

実

な

入

場

者

に

な

る

か

は

一

概

に

言

え

な

い

。

割

当

の

中

に

も

一

応

申

込

を

受

け

て

査

定

の

上

割

当

を

行

な

っ

た

も

の

、

あ

る

い

は

そ

の

一

応

の

申

込

が

学

校

等

の

目

算

に

よ

る

も

の

か

生

徒

の

実

際

の

希

望

に

よ

る

か

に

よ

っ

て

違

っ

て

来

る

。

単

に

学

校

に

割

当

て

た

だ

け

で

は

安

心

が

で

き

な

い

。

ま

た

一

般

公

募

だ

け

に

た

よ

る

の

も

危

険

で

あ

る

。

入

場

者

総

数

は

一

―

―

九

、

五

四

四

人

で

一

会

場

当

た

り

の

平

均

入

場

者

数

は

、

一

、

0六
八

人

で

あ

る

が

、

こ

れ

を

各

種

目

別

に

み

る

と

、

表

IIの
と

お

り

、

一

会

場

当

た

り

の

平

均

入

場

者

数

は

、

オ

ペ

ラ

の

一

、

四

0九
人

、

次

い

で

、

新

劇

の

一

、

一

八

九

人

、

オ

ー

ケ

ス

ト

ラ

の

一

、

0七
四

人

、

文

楽

の

八

0七
人

、

能

狂

言

の

八

0
0人とい
う

順

に

な

っ

て

い

る

。

公

演

前

の

P
Rに
は

、

ほ

と

ん

ど

の

県

が

新

聞

を

利

用

し

て

い

る

。

文

化

庁

で

も

ポ

ス

タ

ー

、

チ

ラ

シ

を

用

意

し

た

が

、

池

元

が

独

自

に

こ

れ

を

印

刷

し

た

所

が

半

数

以

上

あ

る

。

各

会

場

に

お

い

て

青

少

年

か

ら

鑑

賞

後

の

ア

ン

ケ

ー

ト

を

取

っ

た

集

計

が

表

l

I

で

あ

る

。

種

目

別

に

平

均

値

を

出

し

て

み

る

と

色

々

の

こ

と

が

解

る

。

鑑

賞

し

て

「

感

激

し

た

」

、

「

楽

し

か

っ

た

」

が

全

体

の

七

O・
七

％

、

種

目

別

に

み

る

と

、

オ

ペ

ラ

、

新

劇

は

両

者

と

も

に

八

一

・

七

％

が

、

楽

し

く

感

激

し

て

鑑

賞

し

て

い

る

こ

と

を

示

し

て

い

る

が

、

特

に

オ

ペ

ラ

は

六

四

・

六

％

が

感

激

し

て

い

る

こ

と

は

、

他

の

種

目

と

比

較

し

て

注

目

さ

れ

る

。

「

む

ず

か

し

か

っ

た

」

は

当

然

で

は

あ

る

が

、

能

・

狂

言

お

よ

び

文

楽

に

多

い

。

も

っ

と

も

十

四

歳

の

中

学

生

で

は

無

理

の

と

こ

ろ

が

あ

る

か

も

知

れ

な

い

。

そ

れ

で

も

「

理

解

で

き

な

か

っ

た

」

は

両

方

と

も

一

0％
ど

ま

り

で

、

む

し
ろ
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
が
―
二
•
四
％
と
割
合
に
高
い
。

こ

れ

ま

で

に

そ

の

種

目

の

生

の

公

演

を

見

た

こ

と

が

あ

る

か

ど

う

か

の

問

に

対

し

て

「

あ

る

」

が

三

八

・

一

％

あ

っ

た

の

は

意

外

で

、

生

の

と

こ

と

わ

っ

て

い

る

が

、

例

え

ば

テ

レ

ビ

や

ラ

ジ

オ

等

を

通

じ

て

の

も

の

も

若

干

は

含

ま

れ

て

い

る

よ

う

な

気

が

す

る

。

「

今

後

見

た

い

と

思

う

も

の

」

は

オ

ー

ケ

ス

ト

ラ

が

最

高

で

、

新

劇

が

こ

れ

に

続

い

て

い

る

。

実

施

し

て

い

な

い

バ

レ

ェ

が

各

会

場

平

均

し

て

要

望

さ

れ

て

い

る

こ

と

は

注

目

さ

れ

る

。

歌

舞

伎

の

七

・

七

％

も

今

後

考

え

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

問

題

で

あ

ろ

う

。

開

催

県

の

受

入

れ

措

置
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今
後
の
問
題
点
と
展
望

（
稲
目
、
内
容
の
問
題
点
）
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
で
も
明
ら
か
な
よ
う
に

バ
レ
ニ
の
要
望
が
雖
い
。
歌
舞
伎
と
邦
楽
邦
舞
の
組
合
せ
も
可
能
で
あ
ろ
う
。

と
は
言
っ
て
も
要
望
が
少
な
い
能
・
狂
言
お
よ
び
文
楽
を
廃
止
す
べ
き
だ
と
は

考
え
ら
れ
な
い
。
む
し
ろ
こ
の
優
れ
た
伝
統
芸
能
を
積
栢
的
に
見
せ
る
姿
勢
が

欲
し
い
。
青
少
年
芸
術
劇
場
の
種
目
は
、
青
少
年
に
是
非
見
さ
せ
た
い
も
の
と

見
た
い
も
の
を
提
供
す
る
二
つ
の
面
を
常
に
考
え
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
時
々
鑑

賞
し
た
青
少
年
か
ら
直
接
感
想
を
寄
せ
ら
れ
る
が
、
他
の
穂
目
に
比
し
池
味
な

能
・
狂
言
や
文
楽
を
見
た
感
激
を
伝
え
る
も
の
が
多
い
。

新
劇
は
前
に
記
し
た
が
、
現
在
の
よ
う
に
、
各
劇
団
の
そ
の
年
の
レ
パ
ー
ト
リ

ー
を
買
う
の
で
は
な
く
、
演
目
を
選
定
し
、
（
欲
を
言
う
な
ら
ば
作
品
を
委
嘱
し

て
）
こ
れ
を
上
演
す
る
に
最
も
適
し
た
劇
団
を
選
定
し
て
、
委
嘱
す
る
の
が
本

来
で
あ
ろ
う
。
そ
の
為
に
は
、
最
低
二
、
三
十
公
演
を
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
。

（
実
施
上
の
問
題
点
）
こ
の
五
年
間
に
お
け
る
各
都
道
府
県
の
文
化
行
政

に
対
す
る
姿
勢
は
、
国
の
行
政
と
も
関
連
し
て
急
速
に
進
展
を
み
せ
て
い
る
。

と
同
時
に
、
こ
の
稲
事
業
に
対
す
る
運
営
に
も
次
第
に
経
験
を
積
ん
で
来
て
お

り
、
事
業
遂
行
は
次
第
に
円
滑
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
心
強
い
こ
と
で
あ
る

が
、
未
だ
招
待
の
方
法
等
に
不
安
が
残
る
。
例
え
ば
、
学
校
か
ら
六
千
も
の
招

待
希
望
が
あ
り
、
こ
れ
を
定
数
ま
で
へ
ら
す
の
に
苦
心
し
た
と
し
な
が
ら
も
当

日
の
出
席
者
が
思
わ
し
く
な
か
っ
た
と
い
う
類
で
あ
る
。
六
千
の
数
字
が
ど
う

せ
無
料
な
ん
だ
か
ら
申
込
だ
け
は
し
と
け
と
い
っ
た
も
の
な
の
か
ど
う
か
を
確

め
る
必
要
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
は
関
係
者
と
の
密
接
な
連
絡
と
懇
切
な

趣
旨
の
徹
底
を
ど
う
す
る
か
が
重
要
で
あ
ろ
う
。

次
に
対
象
の
問
題
で
あ
る
が
、
青
少
年
を
十
四
歳
し
十
九
歳
で
は
あ
る
が
、

能
・
狂
言
、
文
楽
等
は
十
五
歳
以
上
が
望
ま
し
い
。
中
学
校
の
教
科
書
に
あ
る

か
ら
と
い
う
だ
け
の
理
由
で
、
中
学
生
を
主
体
に
集
め
た
会
場
は
、
落
着
か
な

い
も
の
で
あ
り
、
引
い
て
は
演
者
に
も
影
響
し
舞
台
成
果
は
期
待
で
き
な
い
。

時
期
、
時
間
の
問
題
に
つ
い
て
も
色
々
意
見
が
出
さ
れ
て
い
る
。
一
学
期
の

試
験
が
終
っ
て
終
業
式
前
が
一
番
動
員
し
や
す
い
と
い
う
類
で
あ
る
。
確
か
に

学
校
単
位
に
引
率
す
る
方
法
が
一
番
確
実
な
方
法
で
あ
ろ
う
が
一
会
場
千
二
、

三
百
人
の
会
場
は
、
二
校
分
し
か
収
容
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
日
曜
日
で
な
け

れ
ば
勤
労
者
が
動
員
で
き
な
い
で
は
な
い
か
と
い
う
意
見
も
あ
っ
た
。
し
か
し

た
ま
た
ま
日
曜
公
演
に
な
っ
た
が
勤
労
者
ら
し
い
若
者
は
い
な
か
っ
た
県
も
あ

り
、
平
日
で
も
勤
労
者
中
心
に
八

0
％
の
入
場
者
を
確
保
し
て
い
る
県
も
あ

る
。
要
は
動
員
の
方
法
で
あ
ろ
う
。
夜
間
公
演
に
す
べ
き
だ
と
い
う
意
見
も
あ

る
が
県
下
か
ら
招
待
す
る
為
に
は
帰
途
の
時
間
を
考
慮
す
れ
ば
昼
間
公
演
が
適

切
で
あ
ろ
う
。

一
県
一
か
所
で
巡
回
す
る
こ
と
は
効
率
的
で
な
い
の
で
は
な
い
か
と
の
問
題

が
あ
る
。
確
か
に
そ
の
通
り
で
、
来
年
以
降
少
な
く
と
も
一
県
二
か
所
で
実
施

で
き
る
よ
う
な
予
算
を
要
求
中
で
あ
る
。

最
後
に
何
回
公
演
を
行
な
え
ば
青
少
年
芸
術
劇
場
の
目
的
は
達
せ
ら
れ
る
で

あ
ろ
う
か
。
―
つ
の
目
安
は
、
十
四
歳
か
ら
十
九
歳
ま
で
の
間
に
全
種
目
一
回

は
鑑
賞
の
機
会
が
与
え
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、
せ
め
て
毎
年
ど
の

県
で
も
二

l-―
―
稼
目
の
公
演
を
ニ
ー
三
か
所
で
行
な
い
、
全
国
一
、
二

0
0万

人
の
青
少
年
に
、
芸
術
鑑
賞
の
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
が
当
面
の
課
題
で
あ
ろ

う

。

（

文

化

庁

文

化

普

及

課

長

）
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①
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今

井

政
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学
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に
お
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る
冬
季
ス
ボ
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導

丹
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正

国
民
ス
ボ
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オ
リ
ン
ピ
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と
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マ
チ
ュ
ア
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札
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リ
ン
ピ
ッ
ク
冬
季
大
会
の
意
義
と
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◇
秋
は
文
化
の
日
を
中
心
と
し
て
教

育
・
文
化
に
関
す
る
行
事
が
全
国
的

に
実
施
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
文
化
勲

章
の
授
賞
、
文
化
功
労
者
の
顕
彰
を

始
め
教
育
・
文
化
に
功
労
の
あ
っ
た

人
、
優
良
な
施
設
の
表
彰
な
ど
各
種

の
行
事
を
催
し
て
教
育
・
文
化
に
関

し
て
国
民
の
理
解
と
関
心
を
深
め
よ

う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
最
近
の
経
済
成
長
と
技
術
革
新

の
発
展
に
よ
り
尊
い
文
化
財
が
破
壊

さ
れ
る
に
伴
な
い
人
間
疎
外
、
公
害

な
ど
の
現
象
が
次
第
に
人
間
の
心
の

豊
か
さ
ま
で
も
奪
い
つ
つ
あ
り
、
芸

術
・
文
化
の
振
興
こ
そ
失
な
わ
れ
る

人
間
性
を
回
復
さ
せ
る
も
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

◇
本
号
で
は
芸
術
・
文
化
を
特
集

し
、
「
青
少
年
と
文
化
」
を
テ
ー
マ

に
青
少
年
に
ス
ボ
ッ
ト
を
あ
て
て
み

ま
し
た
。
巻
頭
で
は
大
島
先
生
に
青

少
年
と
文
化
に
つ
い
て
述
べ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
座
談
会
で
は
青
少
年

と
文
化
活
動
の
現
状
と
展
望
と
題
し

て
、
現
代
青
少
年
の
気
質
や
悩
み
と

希
望
、
文
化
活
動
に
何
を
求
め
て
い

る
か
な
ど
を
話
し
あ
っ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ま
た
浅
利
先
生
を
始
め
諸

先
生
に
青
少
年
を
中
心
に
論
じ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
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